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関
西
学
院
大
学
専
任
講
師

大お
お

用よ
う 

庫く
ら

智と
も

作
り
な
が
ら
丁
寧
に
学
ぶ

本
書
は
、
文
系
学
生
が
多
く
在
籍
す
る
関
西
学
院
大
学
総
合
政
策
学
部

の
演
習
科
目
で
、
二
〇
一
七
年
か
ら
実
際
に
何
度
も
使
用
し
た
テ
キ
ス
ト

が
も
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
出
版
の
経
緯
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
を
学
ん
だ
数
年
後
の
読
者
を
紹
介
し
ま
す
。
そ
の
後
、
筆
者
の
演
習

科
目
で
本
書
を
運
用
し
て
い
る
方
法
に
触
れ
ま
す
。

筆
者
は
、『
小
学
生
も
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
勉
強
中
と
聞
く
し
、
い
ろ

い
ろ
話
題
に
な
っ
て
い
る
人
工
知
能
や
デ
ー
タ
分
析
な
ど
にPython

が

使
わ
れ
て
い
る
ら
し
い
け
ど
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
詳
し
く
な
い
自
分
で

も
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
勉
強
で
き
ま
す
か
？
』
と
不
安
を
話
す
多
く
の

学
生
に
出
会
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
う
い
っ
た
学
生
は
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

フ
ァ
イ
ル
操
作
や
、
レ
ポ
ー
ト
作
成
な
ど
の
操
作
は
一
通
り
で
き
る
け

ど
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
未
経
験
で
あ
り
、
学
習
の
機
会
に
恵
ま
れ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
ん
な
学
生
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
べ
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
シ
ス

テ
ム
の
理
解
に
役
立
ち
ま
す
。
し
か
し
、
初
歩
的
な
内
容
を
学
ぶ
学
生

が
、
記
号
を
ど
う
キ
ー
ボ
ー
ド
で
入
力
し
て
い
い
か
わ
か
ら
ず
、
困
っ
た

り
す
る
事
例
や
、
ス
ペ
ル
ミ
ス
な
ど
の
小
さ
な
ミ
ス
に
一
人
で
は
気
づ
け

ず
、
つ
ま
ず
く
事
例
を
、
筆
者
は
多
く
目
に
し
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
事

例
な
ど
か
ら
、
本
書
は
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ぶ
た
め
、
初
心
者
が
質
問

す
る
内
容
や
、
つ
ま
ず
き
や
す
い
ポ
イ
ン
ト
を
で
き
る
だ
け
網
羅
し
、
ミ

ス
を
す
み
や
か
に
発
見
す
る
デ
バ
ッ
グ
（
テ
ク
ニ
ッ
ク
）
の
方
法
も
で
き

る
だ
け
紹
介
し
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
く
実
感
を
得

に
く
い
初
心
者
の
た
め
に
、
初
心
者
が
身
近
に
感
じ
や
す
く
な
る
よ
う
な

練
習
問
題
や
、
解
説
用
の
図
、
イ
ラ
ス
ト
を
多
く
入
れ
な
が
ら
、
初
心
者

の
入
力
ミ
ス
が
多
い
箇
所
を
色
分
け
す
る
視
覚
的
な
工
夫
を
し
ま
し
た
。

本
書
を
き
っ
か
け
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
ん
だ
文
系
学
生
は
、
数
年

Python
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門

自
著
を
語
る
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新 刊

後
に
次
の
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
し
た
。
た
と
え
ば
、
ド
ロ
ー

ン
を
利
用
し
た
物
体
検
出
や
、
カ
ー
ド
キ
ー
を
利
用
し
た
入
退
室
管
理
な

ど
で
す
。
こ
の
よ
う
に
本
書
を
入
り
口
に
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
広

く
応
用
で
き
る
き
っ
か
け
を
得
ら
れ
た
な
ら
、
本
書
の
目
的
は
一
つ
達
成

で
き
た
と
思
い
ま
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
は
前
回
の
知
識
を
積
み
立
て
る
形
式
で
学
び
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
ミ
ス
を
修
正
す
る
デ
バ
ッ
グ
が
本
質
的
に
な
り
ま
す
。
演
習
科

目
で
は
、
学
生
た
ち
の
パ
ソ
コ
ン
操
作
の
慣
れ
不
慣
れ
に
差
が
あ
り
、
作

業
ス
ピ
ー
ド
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
本
書
は
、
教
員
が
ト
ラ

ブ
ル
対
応
に
集
中
で
き
、
か
つ
、
学
生
が
自
身
の
ペ
ー
ス
で
読
み
進
め
ら

れ
る
よ
う
に
、
デ
バ
ッ
グ
ま
で
を
含
め
て
設
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
書
の
第
1
章
か
ら
第
10
章
と
サ
ポ
ー
ト
ペ
ー
ジ
を
用
い
れ
ば
、
一
学

期
分
の
演
習
科
目
（
一
〇
〇
分
間
）
を
設
計
で
き
ま
す
。
第
二
回
目
ま
で

に
、W

indow
s

や
キ
ー
ボ
ー
ド
操
作
な
ど
の
基
本
と
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
と
は
ど
ん
な
作
業
な
の
か
を
教
え
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
進
め
る
環
境

を
学
生
の
パ
ソ
コ
ン
に
構
築
し
ま
す
。

そ
の
後
の
第
十
回
目
ま
で
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
基
礎
で
あ
る
変
数

や
配
列
、
条
件
分
岐
、
繰
り
返
し
を
学
び
ま
す
。
各
回
で
は
五
十
分
ほ

ど
、
学
生
は
書
籍
の
内
容
に
従
い
作
業
し
ま
す
。
残
り
の
時
間
で
は
、
学

生
は
作
成
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
他
人
に
説
明
す
る
コ
ー
ド
レ
ビ
ュ
ー
を
行

い
ま
す
。
学
生
同
士
で
解
説
し
、
ミ
ス
を
補
い
合
え
る
協
力
体
制
の
構
築

を
目
指
す
こ
と
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
を
諦
め
る
初
心
者
を
減
ら

す
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

第
十
一
回
目
か
ら
は
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
す
る
レ
ポ
ー
ト
を
学
生
に

課
し
ま
す
。
た
と
え
ば
筆
者
は
、
本
書
で
タ
ー
ト
ル
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を

用
い
た
描
画
命
令
を
取
り
上
げ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
に
似
た
要
領
で
操
作

で
き
る
小
型
ド
ロ
ー
ン
を
用
い
た
実
習
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。
実
機
を
用

い
る
こ
と
で
、
学
生
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
動
く
感
覚
を
も
た
せ
る
こ
と
が
目

的
で
す
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
習
得
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
絵
の
描
き
方

や
、
ス
ポ
ー
ツ
の
技
術
の
習
得
の
よ
う
な
試
行
錯
誤
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
初
心
者
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
効
率
的
に
学
ぶ
ポ
イ
ン
ト
の
一
つ

は
、
対
面
授
業
で
教
員
か
ら
一
言
で
も
助
言
を
得
ら
れ
る
か
で
す
。
本
書

で
は
、
そ
の
教
員
の
助
言
や
役
立
つ
ポ
イ
ン
ト
を
で
き
る
だ
け
網
羅
し
ま

し
た
。
一
人
で
も
多
く
の
方
が
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
学
べ
る
よ
う
に
、
本

書
が
役
立
て
ば
幸
い
で
す
。

作
り
な
が
ら

丁
寧
に
学
ぶP

ython

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門

五
年
に
わ
た
る
演
習
科
目
で
の
運
用
経
験
が
生
き
る
実
践
的
な
入
門
書
。

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
勉
強
を
諦
め
な
い
た
め
の
工
夫
が
満
載
。
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中
国
の
改
革
・
開
放
政
策
が
実
施
さ
れ
て
か
ら
す
で
に
四
十
年
を
経

た
。
こ
の
四
十
年
間
、
中
国
は
年
平
均
で
九
・
五
%
の
高
成
長
を
実
現

し
、
世
界
第
二
位
の
経
済
大
国
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
中
国
株
式

市
場
の
規
模
（
時
価
総
額
）
も
世
界
第
二
位
と
な
っ
た
。
改
革
・
開
放
以

降
に
達
成
し
た
「
経
済
の
奇
跡
」
を
振
り
返
る
と
、
中
国
の
台
頭
は
恐
ら

く
二
十
一
世
紀
世
界
の
最
大
の
出
来
事
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な

歴
史
的
大
転
換
の
な
か
で
、
中
国
の
市
場
経
済
化
は
、「
社
会
主
義
市
場

経
済
」
と
い
う
発
展
モ
デ
ル
で
進
め
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
改

革
・
開
放
以
降
に
形
成
さ
れ
た
中
国
の
株
式
市
場
は
、
先
進
国
の
市
場
と

ど
こ
が
異
な
る
の
か
。
こ
れ
が
本
書
の
問
題
意
識
で
あ
る
。
本
書
の
目
的

は
、
市
場
経
済
化
と
経
済
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
と
い
う
二
つ
の
視
点
か
ら
改

革
・
開
放
以
降
に
形
成
さ
れ
た
中
国
の
株
式
市
場
を
考
察
し
、
移
行
経
済

期
に
お
け
る
株
式
市
場
の
構
造
的
特
質
を
解
明
す
る
こ
と
に
あ
る
。
本
書

は
、
私
の
最
初
の
単
著
で
あ
る
。

私
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
後
半
に
『
ジ
ャ
パ
ン
・
ア
ズ
・
ナ
ン
バ
ー
ワ

ン
』
の
最
盛
期
に
日
本
に
留
学
し
た
。
当
時
、
東
京
大
学
大
学
院
の
小
野

英
佑
先
生
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
、
故
人
）
の
ゼ
ミ
で
は
、
経
済
学
の
名

著
で
あ
る
ヒ
ル
フ
ァ
デ
ィ
ン
グ
の
『
金
融
資
本
論
』
を
輪
読
し
て
い
た
。

小
野
ゼ
ミ
か
ら
ヒ
ン
ト
を
得
て
、
一
九
九
〇
年
代
に
生
成
さ
れ
た
ば
か
り

の
中
国
の
株
式
市
場
を
研
究
テ
ー
マ
に
し
よ
う
と
決
め
た
。
本
書
は
、
こ

の
三
十
数
年
間
の
中
国
株
式
市
場
形
成
の
プ
ロ
セ
ス
を
考
察
し
、
今
ま
で

の
研
究
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
で
は
、
本
書
の
構
成
、
主

な
内
容
お
よ
び
研
究
結
果
を
述
べ
る
。

本
書
は
二
部
の
構
成
で
あ
り
、
序
章
（
問
題
意
識
）
と
終
章
（
結
論
）

を
含
む
十
一
の
章
か
ら
編
成
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
第
Ⅰ
部
（
1
章
～
6

章
）
で
は
、
中
国
株
式
市
場
の
形
成
過
程
を
考
察
し
た
。
一
九
八
〇
年
代

自
著
を
語
る

大
阪
公
立
大
学
准
教
授

王お
う 

東と
う

明め
い

中
国
株
式
市
場
の
形
成
と
発
展（1978 -2020

）

「
移
行
経
済
型
市
場
」と
国
際
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
中
心
に



— 5 —

の
初
期
、
市
場
経
済
を
導
入
す
る
た
め
に
、
企
業
の
投
資
制
度
は
、
財
政

投
融
資
か
ら
銀
行
融
資
へ
と
変
更
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
一
部
中
小
の
国

有
企
業
や
集
団
所
有
制
企
業
が
「
資
金
難
」
に
陥
っ
た
。
こ
の
状
況
の
な

か
で
、
一
部
の
企
業
経
営
者
は
、
先
進
国
で
普
及
し
て
い
る
株
式
会
社
制

度
を
学
び
、
株
式
を
発
行
し
て
従
業
員
や
地
域
住
民
か
ら
資
金
を
調
達
し

た
。
こ
れ
は
改
革
・
開
放
以
降
の
中
国
の
株
式
市
場
と
株
式
会
社
の
始
ま

り
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
前
半
ま
で
の
生
成
段
階
の
株
式
市
場
は
、
い

わ
ば
自
然
発
生
的
な
要
素
が
多
く
含
ま
れ
、
実
験
的
な
意
味
を
持
っ
て
い

た
。
そ
れ
は
地
方
の
公
的
中
小
企
業
の
自
発
的
な
株
式
発
行
、
個
人
投
資

家
の
投
資
、
金
融
機
関
の
株
式
関
連
新
規
業
務
の
開
拓
お
よ
び
地
方
政
府

の
支
持
と
い
う
「
下
か
ら
の
改
革
」
の
「
力
」
が
あ
っ
た
。

一
方
、
一
九
九
〇
年
代
の
後
半
か
ら
、
中
央
政
府
は
株
式
会
社
化

（「
現
代
企
業
制
度
」）
と
い
う
企
業
改
革
の
方
針
を
決
め
、
国
有
大
企
業
を

上
場
さ
せ
、「
上
か
ら
の
改
革
」
の
「
力
」
を
発
揮
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
た
め
、
中
国
の
株
式
市
場
は
、
国
有
企
業
の
た
め
の
資
金
調
達
の

「
場
」
と
企
業
改
革
の
「
場
」
に
な
る
と
同
時
に
、
国
有
企
業
の
上
場
が

株
式
市
場
の
形
成
と
発
展
の
主
流
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
の
半
ば
か
ら
、
I
T
ブ
ー
ム
の
影
響
に
よ

り
、
中
小
企
業
ボ
ー
ド
、
創
業
ボ
ー
ド
お
よ
び
科
創
ボ
ー
ド
が
そ
れ
ぞ
れ

設
立
さ
れ
た
。
株
式
市
場
は
、
民
営
企
業
を
中
心
と
す
る
I
T
・
ベ
ン

チ
ャ
ー
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
型
企
業
の
資
金
調
達
の
「
場
」
に
も
な
り
つ

つ
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
民
営
企
業
の
上
場
は
、「
創
業
・
創
新
（
技
術
革

新
）」
の
「
力
」
が
働
き
、
株
式
市
場
発
展
の
新
潮
流
と
な
っ
て
い
る
。

第
Ⅰ
部
で
は
、
個
人
投
資
家
、
株
式
所
有
構
造
と
企
業
効
率
と
の
関
係
、

上
場
企
業
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
も
考
察
し
た
。

第
Ⅱ
部
（
7
章
～
9
章
）
で
は
、
外
国
投
資
家
向
け
の
B
株
市
場
、
国

有
企
業
の
海
外
上
場
お
よ
び
W
T
O
加
盟
と
金
融
・
資
本
の
開
放
を
考
察

し
た
。
こ
こ
で
は
、
主
に
外
国
企
業
や
外
国
市
場
の
諸
制
度
に
対
す
る
学

習
効
果
お
よ
び
外
資
の
「
動
員
」
を
論
述
し
、「
外
圧
に
よ
る
改
革
」
の

「
力
」
を
分
析
し
た
。

本
書
の
結
論
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
改
革
・
開
放
以

降
に
形
成
さ
れ
た
中
国
の
株
式
市
場
は
、
国
有
株
が
発
行
済
株
式
の
半
数

前
後
を
占
め
、「
移
行
経
済
型
市
場
」
と
い
う
構
造
的
特
質
を
持
っ
て
い

る
が
、
株
式
市
場
が
抱
え
て
い
る
多
く
の
問
題
点
か
ら
み
る
と
、
一
種
の

「
発
展
途
上
国
型
市
場
」
で
も
あ
る
と
言
っ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
中
国

株
式
市
場
の
形
成
と
発
展
の
ロ
ジ
ッ
ク
は
、
以
上
の
三
つ
の
「
場
」
と
四

つ
の
「
力
」
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

中
国
株
式
市
場
の
形
成
と
発
展
（1978-2020

）

「
移
行
経
済
型
市
場
」
と
国
際
的
イ
ン
パ
ク
ト
を
中
心
に

王 

東
明
［
著
］

�

Ａ
5
判　

五
九
〇
頁　

七
七
〇
〇
円
（
税
込
）

中
国
改
革
・
開
放
以
降
の
変
貌
を
、
改
革
の
二
重
構
造
を
踏
ま
え
て
考
察
。

新 刊
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リ
レ
ー
エ
ッ
セ
イ　

海
外　

私
の
足
あ
と

前
川 

裕

空
間
を
聴
く

日
本
に
持
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
ず
、
海
外

で
し
か
体
験
で
き
な
い
も
の
は
数
々
あ
り
ま
す

が
、
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
も
そ
の
一
つ
で
す
。
パ

イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
ほ
と
ん
ど
は
動
か
せ
な
い
も

の
で
あ
り
（
一
部
、
ご
く
コ
ン
パ
ク
ト
な
も
の

で
移
動
可
能
な
も
の
は
あ
り
ま
す
）、
ま
た
そ

も
そ
も
設
置
空
間
に
合
わ
せ
て
設
計
さ
れ
て
い

る
た
め
、
そ
の
空
間
と
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
初
め

て
意
味
の
あ
る
楽
器
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。
関

学
に
も
い
く
つ
か
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
が
設
置
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
特
色
の
あ
る
も
の

で
す
。
私
の
海
外
旅
行
の
楽
し
み
の
一
つ
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
に
あ
る
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
を
聴

く
こ
と
で
す
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
置
か
れ
て
い
る
場
所
と

い
え
ば
、
教
会
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
で
し
ょ

う
。
と
く
に
海
外
の
教
会
の
多
く
は
、
基
本
的

に
日
中
は
開
か
れ
て
い
る
た
め
、
中
に
入
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
オ
ル
ガ
ン
の
多
く
は
、
礼
拝

堂
の
後
ろ
の
二
階
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
出
て
く
る
音
が
礼
拝
堂
の
上
と
前
方
に

向
か
い
、
空
間
を
満
た
す
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
運
が
よ
け
れ
ば
、
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
が
練
習

し
て
い
る
場
面
に
出
会
う
こ
と
も
あ
る
で
し
ょ

う
。
そ
の
と
き
に
は
オ
ル
ガ
ン
の
音
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
す
。

ま
た
教
会
で
は
し
ば
し
ば
オ
ル
ガ
ン
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。
海
外
な
ど
の
著
名

な
演
奏
家
を
招
い
た
有
料
の
も
の
も
あ
り
ま
す

が
、
そ
の
教
会
の
オ
ル
ガ
ニ
ス
ト
に
よ
る
無
料

の
も
の
も
よ
く
開
か
れ
て
い
ま
す
。
教
会
前
の

掲
示
板
に
案
内
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
夏
季
に
は
オ
ル
ガ
ン
・
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
が
開
か
れ
て
い
る
地
域
も
あ
り
、
こ

の
と
き
に
は
ま
と
め
て
い
ろ
い
ろ
な
オ
ル
ガ
ン

を
聴
く
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
チ
ャ
ン
ス
で

す
。
観
光
案
内
書
で
チ
ラ
シ
等
を
配
っ
て
い
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
私
は
現
地
に
着
く
と
ま
ず

週
刊
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
な
ど
を
確
保
し
、
コ
ン

サ
ー
ト
類
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。二

〇
一
九
年
の
夏
、
ラ
ト
ヴ
ィ
ア
の
リ
ー
ガ

と
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ヘ
ル
シ
ン
キ
を
訪
れ
ま
し

た
。
リ
ー
ガ
の
大
聖
堂
は
著
名
な
観
光
地
で
す

が
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
で
あ
る
ル
ー
テ
ル
派
の

教
会
で
す
。
十
九
世
紀
末
に
建
造
さ
れ
た
大
オ

ル
ガ
ン
は
約
六
千
七
百
本
の
パ
イ
プ
を
も
ち
、

当
時
世
界
最
大
、
現
在
で
も
世
界
有
数
の
規
模

の
オ
ル
ガ
ン
で
す
。
関
西
学
院
大
学
上
ケ
原

─
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
巡
り
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キ
ャ
ン
パ
ス
の
中
央
講
堂
に
あ
る
オ
ル
ガ
ン
の

パ
イ
プ
数
が
二
千
百
本
、
同
大
学
構
内
の
ラ
ン

バ
ス
記
念
礼
拝
堂
に
あ
る
オ
ル
ガ
ン
の
パ
イ
プ

数
が
約
八
百
七
十
本
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の

規
模
が
お
わ
か
り
で
し
ょ
う
。
私
は
滞
在
中
に

ち
ょ
う
ど
開
催
さ
れ
て
い
た
コ
ン
サ
ー
ト
で
、

ま
た
日
曜
礼
拝
に
出
席
し
た
際
に
も
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
礼
拝
の
日
は
ち
ょ
う
ど
私
の

五
十
歳
の
誕
生
日
で
も
あ
り
、
た
い
へ
ん
良
い

記
念
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
に
、
旧
市
街

の
中
に
あ
る
小
さ
な
教
会
で
も
小
さ
な
コ
ン

サ
ー
ト
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
い
く
つ

も
の
オ
ル
ガ
ン
を
聴
き
、
ま
た
そ
こ
の
オ
ル
ガ

ン
で
録
音
し
た
C
D
を
買
っ
た
り
も
し
ま
し

た
。
そ
れ
は
広
く
市
販
さ
れ
て
い
な
い
も
の
で

あ
る
こ
と
も
多
く
、
貴
重
な
お
土
産
と
も
な
り

ま
す
。

ヘ
ル
シ
ン
キ
で
は
、
一
九
七
〇
年
頃
か
ら
オ

ル
ガ
ン
・
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
近
年
は
七
～
八
月
の
三
週
間
程
度
、
昼
・

夜
ほ
ぼ
毎
日
市
内
の
ど
こ
か
で
演
奏
会
が
あ
る

よ
う
な
大
規
模
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ヘ

ル
シ
ン
キ
と
い
え
ば
必
ず
と
い
っ
て
い
い
ほ
ど

写
真
に
出
て
く
る
白
い
大
聖
堂
に
も
オ
ル
ガ
ン

が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
演
奏
を
聴
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。
今
回
は
四
日
ほ
ど
の
滞
在
の
間

に
各
教
会
で
六
、七
回
コ
ン
サ
ー
ト
を
聴
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
コ
ン
サ
ー
ト
に
は
不
思

議
な
感
じ
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
先
に
も
述
べ

た
設
置
場
所
の
関
係
で
、
聴
衆
は
前
を
向
い
た

ま
ま
聴
く
こ
と
に
な
る
か
ら
で
す
。
演
奏
者
ど

こ
ろ
か
楽
器
も
目
に
せ
ず
聴
く
、
ほ
か
に
そ
の

よ
う
な
楽
器
は
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
れ
は
、
ま
さ
に
「
空
間
を
聴
く
」
と
い

う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
オ
ル
ガ
ン
そ
の
も
の

か
ら
直
接
出
て
く
る
音
だ
け
で
は
な
く
、
空
間

を
満
た
す
音
の
世
界
に
浸
か
る
の
が
、
オ
ル
ガ

ン
音
楽
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
そ
れ

は
、
設
置
さ
れ
た
場
所
に
行
っ
て
初
め
て
味
わ

え
る
も
の
な
の
で
す
。
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
よ
う

に
移
動
は
で
き
な
い
、
空
間
の
音
楽
。
み
な
さ

ん
も
、
ぜ
ひ
チ
ャ
ン
ス
が
あ
れ
ば
味
わ
っ
て
み

て
く
だ
さ
い
。

（
関
西
学
院
大
学　

ま
え
か
わ
・
ゆ
た
か
）

リーガ大聖堂のオルガン

ヘルシンキ・古教会（Vanha 
Kirkko）のオルガン
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真
運
動
の
先
頭
集
団
と
し
て
、
新
聞
・
雑
誌
と

い
っ
た
当
時
の
有
力
メ
デ
ィ
ア
か
ら
脚
光
を
浴

び
る
こ
と
に
な
る
。

勢
い
に
乗
る
芦
ク
は
そ
の
後
も
さ
ら
な
る
飛

躍
を
目
指
し
、
写
真
誌
『
ア
サ
ヒ
カ
メ
ラ
』
を

後
援
に
付
け
て
、
全
国
公
募
の
写
真
展
「
ア
シ

ヤ
写
真
サ
ロ
ン
」
を
企
画
す
る
。『
ア
サ
ヒ
カ

メ
ラ
』
一
九
三
五
年
一
月
号
に
公
募
が
告
知
さ

れ
、
同
誌
十
月
号
に
入
選
者
の
氏
名
が
発
表
さ

れ
る
と
、
同
年
九
月
下
旬
か
ら
十
一
月
中
旬
に

か
け
て
「
ア
シ
ヤ
写
真
サ
ロ
ン
」
展
は
東
京
、

大
阪
、
京
都
、
鳥
取
、
福
岡
、
大
連
を
巡
回
。

い
ず
れ
の
展
覧
会
場
も
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

こ
の
展
覧
会
と
軌
を
一
に
し
て
刊
行
さ
れ
た

の
が
『
ア
シ
ヤ
写
真
サ
ロ
ン 

1
9
3
5
』
で

あ
る
。
芦
ク
の
中
心
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
紅
谷
吉

之
助
が
編
集
兼
発
行
人
と
な
り
、
九
月
三
十
日

に
芦
ク
か
ら
発
行
さ
れ
た
。
裏
刷
り
の
な
い
図

版
頁
に
番
号
・
タ
イ
ト
ル
・
作
者
名
が
表
記
さ

れ
、
巻
末
に
は
作
品
の
デ
ー
タ
と
作
者
コ
メ
ン

ト
が
列
記
さ
れ
た
、
い
た
っ
て
シ
ン
プ
ル
な
造

り
の
小
さ
な
写
真
集
で
あ
る
。
計
九
十
六
点
の

入
選
作
が
収
録
さ
れ
、
奥
付
に
は
「
実
費
八
十

銭
」
と
刷
ら
れ
て
い
る
。
表
紙
は
リ
ー
ダ
ー
中

山
に
よ
る
作
品
で
あ
る
。
写
真
集
内
の
収
録
作

と
は
異
な
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ

写
真
集
で
め
ぐ
る
一
九
三
〇
年
代
関
西
モ
ダ
ニ
ズ
ム

戦
間
期
に
お
け
る
関
西
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
代

表
す
る
写
真
家
の
一
人
に
中
山
岩
太
が
い
る
。

そ
の
中
山
が
リ
ー
ダ
ー
と
な
っ
て
、
一
九
三
〇

年
に
結
成
さ
れ
た
ア
マ
チ
ュ
ア
写
真
家
団
体
が

芦
屋
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ
で
あ
る
（
以
下
、
芦
ク
と

略
記
）。
芦
ク
は
少
人
数
な
が
ら
も
発
足
当
初

か
ら
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
存
在
と
な
っ
た
。

そ
れ
は
結
成
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
、
中
山
が
朝
日

新
聞
社
主
催
の
「
第
一
回
国
際
広
告
写
真
展
」

で
一
等
を
受
賞
、
賞
金
一
千
円
を
獲
得
し
て
、

一
躍
写
真
界
の
寵
児
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
こ
と
も
あ
っ
て
「
新
し
き
美
の
創
作
／
新

し
き
美
の
発
見
」
を
掲
げ
る
芦
ク
は
、
新
興
写

『
ア
シ
ヤ
写
真
サ
ロ
ン 

１
９
３
５
』 松

實 

輝
彦

新連載

芦
屋
カ
メ
ラ
ク
ラ
ブ

第
1
回
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町
の
カ
フ
ェ
で
働
く
女
性
の
何
気
な
い
所
作
が

巧
み
な
構
図
で
切
り
取
ら
れ
て
お
り
、
ス
ナ
ッ

プ
シ
ョ
ッ
ト
の
名
手
に
よ
る
気
品
が
香
り
立
つ

逸
品
と
い
え
よ
う
。
ち
な
み
に
同
作
は
屋
内
撮

影
の
手
本
と
し
て
木
村
自
身
の
著
作
『
小
型
カ

メ
ラ
写
真
術
』（
一
九
三
六
年
）
や
『
小
型
カ

メ
ラ
の
写
し
方
・
使
ひ
方
』（
一
九
三
七
年
）

に
も
収
載
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
代
表
作

の
ひ
と
つ
に
数
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

芦
ク
の
リ
ー
ダ
ー
中
山
と
木
村
の
活
動
拠
点

は
そ
れ
ぞ
れ
西
と
東
と
に
隔
た
っ
て
は
い
た

が
、
長
き
に
わ
た
っ
て
盟
友
と
呼
べ
る
間
柄
で

あ
っ
た
。
木
村
は
野
島
康
三
が
主
宰
す
る
研
究

会
に
出
入
り
し
て
野
島
と
親
交
を
深
め
る
と
、

野
島
が
出
資
者
と
な
っ
て
木
村
と
中
山
に
声
を

掛
け
、
三
人
の
同
人
に
よ
る
写
真
誌
『
光
画
』

が
一
九
三
二
年
に
創
刊
さ
れ
る
。
日
本
の
新
興

写
真
運
動
を
代
表
す
る
そ
の
写
真
誌
を
舞
台

に
、
木
村
と
中
山
は
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
な
が

ら
優
れ
た
写
真
作
品
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
の

で
あ
る
。『
光
画
』
の
活
動
期
間
は
二
年
足
ら

ず
で
あ
っ
た
が
、
東
京
で
の
月
一
回
の
編
集
会

議
に
中
山
は
欠
か
さ
ず
芦
屋
か
ら
駆
け
つ
け

た
。
会
議
の
後
、
二
人
は
夜
の
街
に
繰
り
出
し

て
酒
杯
を
重
ね
な
が
ら
、
明
け
方
ま
で
写
真
談

義
に
ふ
け
っ
た
と
い
う
。

一
九
四
九
年
一
月
、
中
山
は
脳
溢
血
で
倒

れ
、
五
十
三
歳
で
急
逝
す
る
。
木
村
の
追
悼
文

は
、
桑
原
甲
子
雄
が
編
集
長
の
『
カ
メ
ラ
』
同

年
六
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
。「
中
山
さ
ん
の
場

合
理
屈
じ
ゃ
な
く
て
、
第
一
回
個
展
の
感
覚
が

年
と
共
に
円
熟
し
、
美
の
深
さ
が
掘
り
下
げ
ら

木村伊兵衛「茶房の女」

り
、
こ
の
時
期
の
彼
の
代
表
作
「
海
の
フ
ァ
ン

タ
ジ
ー
」
と
同
系
列
の
作
と
い
え
る
。
様
々
な

種
類
の
貝
殻
や
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
と
い
っ
た
モ

チ
ー
フ
は
、
中
山
が
日
課
と
し
て
い
た
居
住
地

近
く
の
芦
屋
浜
で
の
散
歩
の
際
に
蒐
集
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。

写
真
集
を
開
い
て
、
ゆ
っ
く
り
と
め
く
っ
て

い
こ
う
。
や
は
り
主
催
す
る
芦
ク
の
同
人
た
ち

の
作
品
に
興
味
深
い
も
の
が
多
い
。
松
原
重
三

の
砂
、
歯
車
、
雲
形
定
規
、
数
式
が
書
か
れ
た

紙
片
等
を
配
し
た
理
知
的
で
謎
め
い
た
フ
ォ
ト

モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
。
紅
谷
吉
之
助
の
風
呂
敷
、
羽

子
板
の
羽
根
、
浮
世
絵
に
よ
る
和
風
感
覚
満
点

の
構
成
写
真
。
ハ
ナ
ヤ
勘
兵
衛
は
原
板
を
重
ね

て
光
と
影
の
中
に
女
性
像
と
無
機
物
を
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
で
、
内
面
的
な
ド
ラ
マ
性
を
強
く

打
ち
出
し
て
い
る
。
ま
た
全
国
公
募
と
い
う
点

か
ら
、
野
島
康
三
や
桑
原
甲
子
雄
と
い
っ
た
関

東
の
著
名
な
写
真
家
た
ち
の
作
品
も
数
多
く
収

め
ら
れ
て
い
て
見
応
え
が
あ
る
。
な
か
で
も
木

村
伊
兵
衛
の
「
茶
房
の
女
」
は
、
東
京
・
木
挽
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井上章「斜陽」

れ
て
い
く
こ
と
が
作
品
の
一
つ
に
、
実
証
さ
れ

て
く
る
の
で
す
。
現
在
の
僕
に
と
っ
て
は
、
そ

の
こ
と
が
う
ら
や
ま
し
く
て
た
ま
ら
な
い
の
で

す
。
本
当
に
い
い
仕
事
を
し
て
く
れ
た
の
で

す
」
と
盟
友
を
称
え
、「
酒
と
煙
草
と
写
真
に
対

す
る
情
熱
の
遺
産
は
必
ず
僕
が
ひ
き
つ
ぐ
こ
と

に
し
ま
す
」
と
擱
筆
し
、
哀
悼
の
意
を
表
し
た
。

そ
れ
で
は
再
び
写
真
集
に
戻
っ
て
、
関
西
モ

ダ
ニ
ズ
ム
の
香
り
を
感
じ
さ
せ
る
一
点
を
見
て

み
よ
う
。
井
上
章
の
撮
影
に
よ
る
「
斜
陽
」
で

あ
る
。
巻
末
の
作
品
デ
ー
タ
に
は
「
神
戸
居
留

地
、
六
月
下
旬
、
晴
天
、
午
後
五
時
、
ダ
ゴ
ー
ル

6
・
8
付
手
札
ク
ラ
ツ
プ
カ
メ
ラ
、イ
ゾ
ク
ロ
ー

ム
乾
板
」
と
あ
る
。
単
語
の
羅
列
で
あ
る
が
、

そ
れ
で
も
十
分
に
有
効
な
情
報
が
含
ま
れ
て
い

る
。
ま
ず
撮
影
地
が
現
在
の
神
戸
市
中
央
区
に

設
け
ら
れ
た
旧
外
国
人
居
留
地
で
あ
る
こ
と
。

東
洋
で
も
指
折
り
の
美
し
い
居
留
地
と
評
さ

れ
、
関
西
圏
の
貿
易
の
拠
点
と
な
り
西
洋
文
化

の
入
り
口
と
し
て
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
場

所
で
あ
る
。
日
本
側
に
返
還
さ
れ
た
一
八
九
九

年
以
後
、
大
正
・
昭
和
初
期
に
は
日
本
の
商
社

や
銀
行
等
が
進
出
し
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
街
と
し
て

の
発
展
を
遂
げ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
次
に

六
月
下
旬
と
い
う
時
期
で
あ
る
が
、「
ア
シ
ヤ

写
真
サ
ロ
ン
」
展
へ
の
出
品
締
切
り
が
七
月

だ
っ
た
の
で
、
作
者
は
そ
れ
に
間
に
合
う
よ
う

に
梅
雨
の
合
間
の
晴
天
の
機
会
を
う
か
が
っ
て

い
た
、
と
考
え
ら
れ
る
。
デ
ー
タ
の
最
後
は
使

用
機
材
に
つ
い
て
で
あ
る
。「
ダ
ゴ
ー
ル
」
は

ド
イ
ツ
の
大
手
カ
メ
ラ
メ
ー
カ
ー
が
製
造
し
た

人
気
の
レ
ン
ズ
で
、
高
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
表

現
が
特
徴
と
さ
れ
る
。「
手
札
ク
ラ
ツ
プ
カ
メ

ラ
」
は
手
札
（
＝
ガ
ラ
ス
乾
板
）
を
使
用
す
る

タ
イ
プ
の
、
蛇
腹
で
鏡
胴
部
分
が
折
り
た
た
め

る
カ
メ
ラ
の
こ
と
。
こ
の
作
者
が
使
用
し
た
カ

メ
ラ
自
体
は
不
明
だ
が
、
ド
イ
ツ
製
な
ら
ば
ア

ン
ゴ
ー
が
当
時
の
有
名
な
機
種
だ
っ
た
。
日
本

製
の
ク
ラ
ッ
プ
カ
メ
ラ
で
は
、
パ
ー
レ
ッ
ト
や

ミ
ノ
ル
タ
と
い
っ
た
よ
り
安
価
な
機
種
が
す
で

に
販
売
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
作
者
は
巻
末
頁

に
次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
も
残
し
て
い
る
。

　

私
は
、
カ
メ
ラ
が
非
常
に
重
い
上
に
乾
板

を
常
用
し
て
ゐ
る
関
係
か
ら
、
何
処
へ
行
く

に
も
カ
メ
ラ
を
し
の
ば
せ
て
行
つ
て
ス
ナ
ツ

プ
を
し
て
来
る
と
云
つ
た
真
似
は
と
て
も
出

来
ま
せ
ん
の
で
い
つ
も
通
学
の
途
上
や
散
歩

の
際
な
ど
目
を
光
ら
せ
て
、
画
に
な
り
さ
う

な
処
を
見
付
て
置
き
ま
す
〔
。〕
そ
し
て
改

め
て
同
じ
や
う
な
天
候
、
時
刻
に
出
直
し
て

固
め
て
撮
つ
て
来
る
こ
と
に
し
て
ゐ
ま
す
。

之
も
そ
う
云
つ
た
も
の
ゝ
一
つ
で
す
が
、
丁

度
狙
つ
て
ゐ
た
場
所
に
三
五
年
型
の
パ
ツ
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面
右
手
前
に
写
り
込
ん
で
い
る
車
は
一
九
三
五

年
に
発
売
さ
れ
た
パ
ッ
カ
ー
ド
1
2
0
で
あ

る
。「
そ
の
価
値
は
オ
ー
ナ
ー
に
聞
け
」
の

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
で
知
ら
れ
る
ア
メ
リ
カ
の
高

級
車
だ
が
、
写
真
の
車
は
販
路
拡
大
の
た
め
に

中
級
車
と
し
て
大
量
生
産
さ
れ
た
廉
価
モ
デ

ル
。
パ
ッ
カ
ー
ド
社
は
そ
の
年
に
こ
の
モ
デ
ル

を
二
万
五
千
台
以
上
販
売
し
た
が
、
そ
の
う
ち

の
一
台
が
初
夏
の
神
戸
旧
居
留
地
の
一
角
で
撮

影
さ
れ
て
い
た
。
遊
歩
す
る
モ
ガ
た
ち
と
ア
メ

リ
カ
の
新
型
車
を
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の
な
か

に
定
着
さ
せ
た
井
上
章
の
「
斜
陽
」
は
、
ハ
イ

カ
ラ
な
港
湾
都
市
・
神
戸
の
モ
ダ
ニ
ズ
ム
を
い

き
い
き
と
い
ま
に
伝
え
る
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。

「
ア
シ
ヤ
写
真
サ
ロ
ン
」
は
そ
の
後
、
途
中

一
年
間
の
休
止
期
間
を
は
さ
み
な
が
ら
も

一
九
四
一
年
の
第
六
回
展
ま
で
公
募
を
行
い
、

各
地
で
展
覧
会
を
催
し
、
計
四
冊
の
写
真
集
を

発
行
し
た
。
芦
ク
が
公
募
展
を
終
了
さ
せ
た
と

き
、
日
本
は
も
う
ま
も
な
く
太
平
洋
戦
争
に
突

入
す
る
と
い
う
タ
イ
ミ
ン
グ
だ
っ
た
。
そ
し
て

多
く
の
写
真
家
団
体
と
同
様
、
戦
時
下
で
の
社

会
状
況
の
逼
迫
に
と
も
な
っ
て
、
中
山
を
は
じ

め
芦
ク
の
メ
ン
バ
ー
も
そ
の
活
動
を
停
止
す
る
。

振
り
返
っ
て
み
る
と
「
ア
シ
ヤ
写
真
サ
ロ

ン
」
の
開
催
は
、
ち
ょ
う
ど
時
代
の
曲
が
り
角

に
あ
た
る
時
期
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
新
し
き

美
の
創
作
と
発
見
を
掲
げ
る
芦
ク
の
、
さ
ら
な

る
飛
躍
を
期
し
た
新
機
軸
の
取
り
組
み
で
は

あ
っ
た
が
、
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
思
い
描
い
た
通

り
に
進
展
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
も
リ
ー
ダ
ー
中
山
岩
太
の
提
唱
し
た
写

真
集
と
い
う
か
た
ち
で
の
誌
上
展
覧
会
は
、
芦

屋
と
い
う
阪
神
間
の
一
地
域
か
ら
ひ
ろ
く
全
国

に
写
真
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
多
様
な
地
域

の
写
真
家
と
の
交
流
を
生
ん
だ
と
い
う
点
で
、

そ
の
成
果
は
け
っ
し
て
小
さ
い
も
の
で
は
な

か
っ
た
。
た
だ
、
そ
れ
を
も
っ
て
「
も
っ
け
の

幸
い
」
な
ど
と
言
う
に
は
、
い
さ
さ
か
気
が
引

け
る
の
だ
け
れ
ど
。

�（
名
古
屋
芸
術
大
学　

ま
つ
み
・
て
る
ひ
こ
）

カ
ー
ド
が
止
つ
て
ゐ
て
呉
れ
た
の
な
ど
は
も

つ
け
の
幸
ひ
で
し
た
。

こ
の
コ
メ
ン
ト
か
ら
、
作
者
は
神
戸
近
辺
に

在
住
す
る
写
真
撮
影
好
き
の
学
生
だ
と
見
当
が

つ
く
。
ラ
イ
カ
に
代
表
さ
れ
る
ス
ナ
ッ
プ

シ
ョ
ッ
ト
に
有
効
な
小
型
カ
メ
ラ
は
、
学
生
に

と
っ
て
ま
だ
高
嶺
の
花
だ
っ
た
。
下
見
を
済
ま

せ
て
お
い
た
撮
影
ポ
イ
ン
ト
に
赴
き
、
ク
ラ
ッ

プ
カ
メ
ラ
を
路
面
近
く
、
や
や
ア
オ
リ
気
味
に

セ
ッ
ト
し
て
、
モ
ダ
ン
ガ
ー
ル
が
通
り
を
横
切

る
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
じ
っ
と
待
っ
て
い

た
の
だ
ろ
う
。
連
れ
立
っ
て
歩
く
モ
ガ
た
ち
の

後
姿
。
強
い
西
日
の
逆
光
で
判
り
づ
ら
い
が
、

洋
装
の
モ
ガ
は
ク
ロ
シ
ェ
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
白
い
ロ
ン
グ
ス
カ
ー
ト
に
同
色
の
太

い
ベ
ル
ト
が
印
象
的
だ
。
そ
の
隣
の
和
装
の
女

性
も
モ
ガ
で
あ
る
。
こ
の
時
代
は
ま
だ
和
装
の

モ
ガ
も
多
か
っ
た
。
服
装
の
如
何
に
か
か
わ
ら

ず
、
海
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
彼
女
た
ち
は
港
町

の
散
策
を
楽
し
ん
で
い
る
よ
う
だ
。
ま
た
、
画
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連
　
載

世
界
か
ら

海
老
坂 

武

第
33
回

権
力
者
の
一つ
の
像

こ
の
と
こ
ろ
世
界
の
指
導
者
た
ち
の
姿
が
よ
く
テ
レ

ビ
に
映
し
出
さ
れ
る
。
い
つ
も
ニ
コ
ニ
コ
し
て
好
々
爺

の
よ
う
な
バ
イ
デ
ン
、
苦
虫
を
噛
み
潰
し
た
よ
う
な
顔

し
か
見
せ
な
い
プ
ー
チ
ン
、
神
経
ピ
リ
ピ
リ
の
ゼ
ラ
ン

ス
キ
ー
、
そ
の
な
か
に
あ
っ
て
、
い
か
に
も
自
信
満
々
、

と
き
に
は
笑
み
を
う
か
べ
て
い
る
習
近
平
。
こ
れ
は
い

か
な
る
人
物
か
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
ど
う
報
じ
ら
れ
て
い

る
か
。「
独
裁
者
と
そ
の
コ
ン
プ
レ
ク
ス
」（L ’O

BS/27/ 
1/2022

）
か
ら
の
紹
介
。

習
近
平
の
父
親
は
習
仲
勲
。
若
く
し
て
革
命
に
身
を

投
じ
、
対
日
戦
争
の
ゲ
リ
ラ
を
指
導
。
一
九
四
九
年
中

華
人
民
共
和
国
の
成
立
と
と
も
に
共
産
党
の
中
央
委
員

と
な
り
、
や
が
て
副
首
相
の
地
位
に
就
く
。
と
こ
ろ
が

一
九
六
二
年
、
習
近
平
が
九
歳
の
と
き
、
習
仲
勲
は
陰

謀
の
疑
い
を
か
け
ら
れ
、
一
切
の
公
職
を
解
か
れ
て
地

方
の
ト
ラ
ク
タ
ー
工
場
に
追
い
や
ら
れ
た
。
こ
こ
に

十
六
年
間
と
ど
ま
り
、
毛
沢
東
の
死
後
、
一
九
七
八
年

に
や
っ
と
復
権
し
、
鄧
小
平
の
も
と
で
改
革
開
放
を
導

く
こ
と
に
な
る
。

こ
の
間
、
息
子
の
習
近
平
は
ど
う
し
て
い
た
か
。
九

歳
の
と
き
に
親
元
か
ら
引
き
離
さ
れ
て
寄
宿
舎
生
活
、

父
親
の
た
め
に
散
々
い
じ
め
ら
れ
た
。
一
九
六
六
年
に

文
化
大
革
命
が
発
動
さ
れ
て
か
ら
は
、「
党
の
裏
切
り

者
の
息
子
」
と
し
て
紅
衛
兵
に
吊
る
し
上
げ
ら
れ
た
。

六
八
年
に
は
そ
の
他
の
若
者
た
ち
と
一
緒
に
肉
体
労
働

に
た
ず
さ
わ
る
べ
く
北
西
部
の
寒
村
に
送
ら
れ
た
（
下

放
）。
穴
居
人
の
よ
う
に
水
も
電
気
も
な
い
穴
倉
に
住

ま
わ
さ
れ
、
貧
し
い
食
事
し
か
与
え
ら
れ
な
い
生
活
に

耐
え
き
れ
ず
、
習
近
平
は
北
京
の
母
親
の
家
に
逃
げ
帰

る
。
と
こ
ろ
が
母
親
は
こ
の
脱
走
少
年
を
許
さ
ず
警
察

に
連
れ
て
い
く
。
彼
は
監
獄
に
ぶ
ち
こ
ま
れ
た
あ
と
、

元
の
村
に
送
り
返
さ
れ
る
。

伝
説
に
よ
れ
ば
、
彼
は
こ
の
梁
家
河
と
い
う
村
で
の

辛
い
生
活
の
中
で
、
人
民
に
奉
仕
す
る
と
い
う
共
産
党

の
理
念
に
目
覚
め
た
と
い
う
。
確
か
な
こ
と
は
、
こ
の

地
で
彼
は
農
民
の
支
持
を
得
て
村
の
管
理
を
委
ね
ら

れ
、
さ
ら
に
彼
ら
の
推
薦
で
共
産
党
に
復
帰
し
、

二
十
二
歳
の
と
き
に
北
京
の
清
華
大
学
に
入
学
を
認
め

ら
れ
た
。

公
式
の
履
歴
書
に
よ
れ
ば
習
近
平
は
マ
ル
ク
ス
主
義

理
論
の
学
位
免
状
を
得
、
の
ち
に
は
法
学
の
博
士
論
文

を
書
い
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
こ
れ
を
調
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査
し
た
者
に
よ
れ
ば
、
習
近
平
が
大
学
に
提
出
し
た
論

文
の
題
名
は
「
中
国
に
お
け
る
農
村
の
市
場
化
」、
マ
ル

ク
ス
主
義
理
論
と
は
な
ん
の
関
係
も
な
く
、
し
か
も
こ

の
論
文
は
女
性
の
協
力
者
が
書
い
た
も
の
だ
と
の
こ
と
。

で
は
、
習
近
平
の
学
の
レ
ベ
ル
、
教
養
の
程
度
は
ど

う
か
。
党
を
批
判
し
た
た
め
二
〇
一
九
年
ア
メ
リ
カ
に

亡
命
し
た
政
治
学
者
蔡
霞
に
よ
れ
ば
、「
習
近
平
の
演

説
を
聞
く
だ
け
で
わ
か
る
。
四
文
字
言
葉
を
使
う
時
、

彼
は
よ
く
発
音
を
間
違
え
る
。
歴
史
上
の
人
物
の
名
前

も
間
違
え
る
。
一
言
で
言
え
ば
、
教
養
水
準
は
低
い
」

と
厳
し
い
評
価
。
実
際
、
流
出
し
た
彼
の
演
説
草
稿
の

写
真
に
よ
れ
ば
、
難
し
い
漢
字
に
発
音
記
号
が
記
さ
れ

て
い
た
（
少
し
前
の
日
本
の
総
理
大
臣
の
演
説
草
稿
に

も
ふ
り
が
な
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出

す
）。
こ
の
評
価
は
次
の
話
で
真
実
味
を
帯
び
て
く

る
。
習
近
平
の
二
度
目
の
夫
人
、
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
で
あ

る
罟
麗
婉
は
、
夫
の
側
近
二
名
を
呼
び
出
し
て
「
な
ぜ

リ
ハ
ー
サ
ル
を
し
な
い
の
か
。
夫
の
知
ら
な
い
四
文
字

は
避
け
な
さ
い
」
と
叱
り
つ
け
た
と
の
こ
と
。

出
世
街
道
を
頂
点
に
ま
で
上
り
詰
め
た
習
近
平
の
最

も
優
れ
た
点
は
、
歴
史
家
の
ジ
ョ
セ
フ
・
ト
リ
ジ
ア
ン

に
よ
れ
ば
「
自
分
の
意
図
を
漏
ら
さ
ぬ
技
術
」
で
、
こ

れ
は
辛
い
青
年
期
に
獲
得
し
た
能
力
と
見
て
い
る
。
彼

は
長
い
間
、
愛
想
が
よ
く
て
気
の
弱
い
人
物
を
演
じ
て

い
た
よ
う
で
、「
優
し
い
人
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
無
害
な
謙
虚
さ
が
引
退
後
に
も
院
政
を
敷
こ
う
と

し
た
江
沢
民
に
引
き
立
て
ら
れ
た
理
由
だ
と
さ
れ
る
。

し
か
し
そ
の
習
近
平
が
任
期
を
延
長
し
て
い
ま
や
傲
慢

な
独
裁
者
と
し
て
君
臨
し
て
い
る
。

歴
史
家
で
毛
沢
東
の
秘
書
を
し
て
い
た
李
鋭
は
晩
年

改
革
派
の
論
客
と
し
て
習
近
平
の
言
論
統
制
を
批
判
、

一
〇
一
歳
で
死
去
す
る
が
そ
の
死
の
床
で
「
何
が
起

こ
っ
た
の
か
、習
仲
勲
の
息
子
で
あ
ん
な
に
い
い
奴
が
！ 

教
養
の
欠
如
か
？
」
と
叫
ん
で
い
た
と
の
こ
と
。
だ

が
、
こ
の
世
代
の
政
治
家
は
文
化
大
革
命
の
た
め
に
何

も
勉
強
し
て
こ
な
か
っ
た
「
ロ
ー
ス
ト
・
ジ
ェ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
冷
や
や
か
に
見
る
向
き
も
あ
る
。
落
ち
着

い
た
態
度
、
傲
慢
な
姿
勢
は
、
コ
ン
プ
レ
ク
ス
の
裏
返

し
、
と
も
解
釈
さ
れ
て
い
る
。

コ
ン
プ
レ
ク
ス
か
ら
だ
け
で
人
間
を
理
解
で
き
る
か

ど
う
か
、
こ
れ
は
別
の
問
題
で
あ
る
。

�

（
フ
ラ
ン
ス
文
学
者　

え
び
さ
か
・
た
け
し
）
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出
版
会
か
ら
本
を
出
す

学
術
書
出
版
秘
話

コ
ロ
ナ
に
始
ま
り
コ
ロ
ナ
に
翻
弄
さ
れ
た

日
々
だ
っ
た
な
あ
と
思
う
。
謎
の
ウ
イ
ル
ス
が

中
国
で
猛
威
を
ふ
る
っ
て
い
る
ら
し
い
と
い
う

報
道
が
出
始
め
た
頃
は
、
い
つ
ぞ
や
の
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
騒
ぎ
の
時
の
よ
う
に
、
数
か
月

も
す
れ
ば
収
ま
る
だ
ろ
う
と
高
を
く
く
っ
て
い

た
。
そ
れ
が
あ
っ
と
い
う
間
に
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

を
引
き
お
こ
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス

は
終
日
感
染
状
況
を
知
ら
せ
る
情
報
で
埋
め
つ

く
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
取
り
組
ん
で
い
た
科
研

が
、
最
終
年
度
を
迎
え
た
春
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
こ
ろ
何
よ
り
頭
を
悩
ま
せ
た
の
は
、
研

究
成
果
の
落
と
し
ど
こ
ろ
だ
っ
た
。
二
〇
二
〇

年
度
内
に
は
す
べ
て
の
調
査
を
終
え
、
各
メ
ン

バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
課
題
に
つ
い
て
論
文

を
仕
上
げ
、
そ
れ
を
取
り
ま
と
め
て
研
究
成
果

報
告
書
を
刊
行
す
る
。
こ
れ
で
終
わ
る
は
ず

だ
っ
た
。
だ
が
描
い
て
い
た
計
画
は
も
ろ
く
も

崩
れ
さ
っ
た
。
ま
ず
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
ど
う

し
た
ら
い
い
の
か
皆
目
見
当
も
つ
か
な
い
。
必

死
で
Z
o
o
m
の
操
作
を
習
得
し
、
学
生
か
ら

提
出
さ
れ
た
課
題
に
コ
メ
ン
ト
を
書
く
日
々
が

続
い
た
。
も
と
も
と
の
I
T
音
痴
に
加
え
て
、

名
前
だ
け
が
映
し
出
さ
れ
る
真
っ
黒
な
P
C
の

画
面
に
向
か
っ
て
し
ゃ
べ
り
続
け
る
の
は
何
よ

り
も
苦
痛
で
、
気
持
ち
が
暗
く
沈
み
が
ち
に

な
っ
た
。

そ
ん
な
と
き
、
私
の
折
れ
そ
う
な
心
を
救
っ

て
く
れ
た
の
が
、
学
術
書
の
出
版
と
い
う
新
た

な
目
標
で
あ
っ
た
。
幸
い
な
こ
と
に
、
前
年
提

出
し
て
い
た
研
究
成
果
公
開
促
進
費
に
採
択
さ

れ
て
い
た
。
思
い
切
っ
て
共
同
研
究
の
課
題
は

と
り
あ
え
ず
一
年
延
長
届
を
提
出
し
、
そ
の
間

に
単
著
出
版
に
集
中
す
る
こ
と
に
し
た
。
作
戦

は
こ
う
で
あ
る
。
平
日
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
の

こ
と
だ
け
を
考
え
、
研
究
は
一
切
し
な
い
。
そ

沖ウ
チ

縄ナ
ー
ン

人チ
ュ

の
Ｄ
Ｎ
Ａ
？

齋さ
い

木き 

喜き

美み

子こ

関
西
学
院
大
学
教
授



— 15 —

『立ち上がる艦砲の喰残し』
関西学院大学出版会、2022年
A5判 110頁 1540円（税込）

の
か
わ
り
週
末
と
研
究
日
は
原
稿
執
筆
に
あ
て

る
。
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
で
よ
う
や
く
精

神
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
こ
と
が
で
き
た
。

こ
の
作
戦
は
功
を
奏
し
て
関
西
学
院
大
学
出

版
会
か
ら
無
事
に
出
版
を
果
た
し
た
。
と
こ
ろ

が
、
で
あ
る
。
ほ
っ
と
し
た
の
も
つ
か
の
間
、

今
度
は
棚
上
げ
に
し
て
き
た
科
研
の
最
終
報
告

書
に
再
び
悩
ま
さ
れ
る
生
活
が
舞
い
戻
っ
て
き

た
。
コ
ロ
ナ
は
一
向
に
収
束
の
気
配
が
な
い
。

「
も
う
一
年
延
長
す
る
か
？
」
甘
い
誘
惑
が
頭

を
よ
ぎ
る
。「
い
や
い
や
、
こ
れ
以
上
延
ば
し

た
と
こ
ろ
で
状
況
が
改
善
し
な
か
っ
た
ら
ど
う

す
る
？
」
悩
み
に
悩
ん
だ
末
、
出
し
た
結
論
は

ま
さ
か
の
も
う
一
冊
学
術
書
を
出
版
す
る
と
い

う
決
断
で
あ
っ
た
。
今
度
は
、
研
究
分
担
者
が

三
人
も
い
る
こ
と
が
強
み
に
な
っ
た
。
何
も
荷

物
は
一
人
で
背
負
う
こ
と
は
な
い
。
急
遽
思
い

つ
い
た
ア
イ
デ
ィ
ア
を
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
か

け
（
そ
の
こ
ろ
に
は
Z
o
o
m
な
ん
て
お
手
の

物
）、
了
承
を
取
り
つ
け
て
編
集
会
議
を
通
過

し
た
時
に
は
、
す
で
に
八
月
に
な
っ
て
い
た
。

科
研
費
の
執
行
締
切
が
二
〇
二
二
年
三
月
末
な

の
で
、
十
月
い
っ
ぱ
い
で
原
稿
を
仕
上
げ
な
け

れ
ば
間
に
合
わ
な
い
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
。

新
規
科
研
の
申
請
書
も
同
時
並
行
で
作
成
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
忙
し
さ
は
昨
年
の

二
倍
増
し
。
だ
が
他
領
域
の
研
究
者
が
収
集
し

て
き
た
情
報
を
共
有
し
、
新
し
い
構
想
を
聞
か

せ
て
も
ら
え
る
の
は
、
た
と
え
Z
o
o
m
越
し

で
あ
っ
て
も
楽
し
か
っ
た
。
出
来
上
が
っ
て
み

れ
ば
わ
ず
か
一
一
〇
頁
の
本
に
す
ぎ
な
か
っ
た

け
れ
ど
も
、
沖
縄
戦
後
の
庶
民
が
ど
の
よ
う
に

教
育
・
文
化
の
復
興
に
取
り
組
ん
で
き
た
の

か
、
生
き
ざ
ま
を
み
っ
ち
り
と
詰
め
込
ん
だ
一

冊
と
な
っ
た
。
私
た
ち
は
「
戦
後
沖
縄
の
再
始

動
」
と
い
う
意
味
合
い
を
込
め
て
、
本
の
タ
イ

ト
ル
を
『
立
ち
上
が
る
艦カ
ン

砲ポ
ウ

のヌ

喰ク
エ
ー

残ヌ
ク

しサ
ー　

沖

縄
に
お
け
る
教
育
・
文
化
の
戦
後
復
興
』
と
名

づ
け
た
。「
艦
砲
の
喰
残
し
」
と
は
、
過
酷
な

地
上
戦
を
生
き
延
び
た
人
々
が
、
戦
後
に
自
ら

を
称
し
た
言
葉
で
あ
る
。
心
身
に
刻
ま
れ
た
深

い
戦
争
の
傷
を
「
艦
砲
の
お
余
り
の
命
」
と

言
っ
て
の
け
る
た
く
ま
し
さ
の
根
底
に
は
、
沖

縄
の
人
々
の
し
な
や
か
さ
と
不
屈
の
精
神
が

宿
っ
て
い
る
。
本
書
で
取
り
上
げ
た
事
象
は
戦

後
日
本
の
歴
史
の
中
で
は
ほ
ん
の
小
さ
な
物
語

に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
沖
縄
戦
後
復
興
の
原
動

力
と
な
っ
た
貴
重
な
一
歩
で
も
あ
っ
た
。
そ
の

記
録
を
残
す
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
今
で
は
コ

ロ
ナ
禍
の
功
名
だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。

私
も
つ
く
づ
く
「
沖ウ
チ

縄ナ
ー
ン

人チ
ュ

」
だ
な
あ
と
思

う
。
テ
ー
ゲ
ー（
適
当
）に
歩
み
つ
つ
、
簡
単
に

は
へ
こ
た
れ
な
い
あ
た
り
に
「
艦
砲
の
喰
残

し
」
の
D
N
A
が
生
き
て
い
る
に
違
い
な
い
。
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ス
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ッ
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通
信

財
物
、
収
益
、
賠
償
責
任
、
個
人
の

損
害
に
対
す
る
補
償
の
た
め
、
備
金

の
調
達
や
使
用
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す

る
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て

論
じ
る
。

企
業
リ
ス
ク
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
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【
5
〜
7
月
の
新
刊
】

『
作
り
な
が
ら
丁
寧
に
学
ぶP

ython

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
入
門
』

大
用 

庫
智
／
山
田 
孝
子［
著
］

Ｂ
５
判　

二
九
〇
頁�
二
六
四
〇
円

内
容
紹
介�

本
誌
2
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

『
中
国
株
式
市
場
の
形
成
と
発
展

（
１
９
７
８
─
２
０
２
０
）
』

「
移
行
経
済
型
市
場
」と
国
際
イ
ン
パ
ク
ト
を
中
心
に

王 

東
明［
著
］

Ａ
５
判　

五
九
〇
頁�

七
七
〇
〇
円

内
容
紹
介�

本
誌
4
頁
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

K
GU

P série 

社
会
文
化
理
論
研
究

『
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
の
社
会
学
』

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
×
観
光
×
デ
ジ
タ
ル
空
間

圓
田 

浩
二［
著
］

四
六
判　

二
六
二
頁�

三
九
六
〇
円

Ｋ
・
Ｇ
・
り
ぶ
れ
っ
と
56

『
外
国
人
留
学
生
の
た
め
の
就
職
活
動

と
キ
ャ
リ
ア
』

日
本
就
業
の
意
義
と
可
能
性

大
隅 

要［
著
］

Ａ
５
判　

一
二
〇
頁�

一
五
四
〇
円

【
近
刊
】
＊
タ
イ
ト
ル
は
仮
題

『
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
モ
ビ
リ
テ
ィ
』

流
動
化
す
る
社
会
を
生
き
る
人
び
と
の
社
会
学

鈴
木 

謙
介
／
藤
岡 

達
磨［
編
著
］

Ａ
５
判　

約
一
七
〇
頁

『
平
家
物
語
へ
の
羅
針
盤
』

武
久 

堅［
著
］

四
六
判　

約
二
八
〇
頁

『
現
代
中
国
高
等
教
育
の
躍
進
』

大
学
発
展
要
因
の
分
析

澤
谷 
敏
行［
著
］

Ａ
５
判　

約
三
四
〇
頁

A
 jo

u
rn

ey th
o

ro
u

g
h E

u
ro

p
e:  

Societies, politics and contem
porary 

issues in the EU
A
nna K

ristina Schrade

Ａ
５
判　

約
一
九
〇
頁

【
既
刊
】

『
響
創
す
る
日
本
型
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
』

理
論
と
実
践

佐
藤 

善
信
／
本
下 

真
次
／
相
島 

淑
美

／
山
本 

誠
一［
編
著
］

Ａ
５
判　

二
九
八
頁�

三
七
四
〇
円

昨
年
の
夏
休
み
、
コ
ロ
ナ
禍
で
帰
省
も
で
き
な

い
の
で
、
か
ね
て
か
ら
考
え
て
い
た
小
型
船
舶
操
縦

免
許（
二
級
）を
取
得
し
た
。
広
島
の
実
家
に
は
船

が
あ
り
、
帰
省
す
る
た
び
父
の
操
縦
で
よ
く
釣
り
に

出
か
け
て
い
た
が
、
父
も
高
齢
に
な
り
、
特
に
昨
年

立
て
続
け
に
手
術
を
し
て
か
ら
は
趣
味
の
船
釣
り

に
も
ほ
と
ん
ど
行
け
て
い
な
い
ら
し
い
。
そ
れ
な
ら

私
が
操
縦
出
来
る
よ
う
に
な
れ
ば
と
思
い
立
ち
、
若

者
に
ま
ざ
っ
て
必
死
に
勉
強
し
一
発
合
格
！　

今

年
の
夏
は
私
の
操
縦
で
父
と
釣
り
に
行
け
る
と
い

い
な
。（
戸
）

�

前
田 

祐
治［
著
］

�
※
価
格
は
す
べ
て
税
込
表
示
で
す
。

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け
る

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
役
割

A5判 196頁 3300円（税込）


